
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生坂村立生坂中学校 学校だより 

令和２年１０月３０日 ＮＯ．６ 

学校教育目標  豊かな心を養い、粘り強く自分を鍛えて、自ら学ぶ生徒 

 【令和２年度の重点目標】 対話力を高める⇒学力向上 あいさつ 歌声 連携（小中連携・地域連携）  

～生坂の村木～   

 

天高く馬肥ゆる秋。かしわ祭が終わって一ヶ月がたちました。 

 今月から制服での登校が再開され、生徒たちは落ち着いた毎日を過ごしてい 

ます。例年であれば、１０月は赤とんぼフェスティバルにて「龍翔太鼓」や 

「吹奏楽部」の演奏を披露したり、２年生が北海道標津町の果てしなく広がる 

大地で、標津町の中学生とともに様々な体験をしていたりしたところですが、新型コロナウィルス

の影響によりそれらの行事の開催が叶わなくなりました。 

そんな中で、先日は、日頃お世話になっている村内４カ所の施設に出向き、「全 

校奉仕活動」を行いました。降雨にも関わらず、少しでも生坂村に貢献できるよ 

うにと、自分の分担の清掃や作業に黙々と取り組む姿は、まさに生坂中の生徒が 

先輩から受け継いでいる真摯でひたむきなものでした。総合的な学習の時間も含 

め、生坂村の「人・こと・もの」と出会う活動を積み重ね、生坂村の良さや魅力 

を体で感得しながら、地域を支える人材に育ってほしいと願っています。 

これからも「Withコロナ」の学校生活は続きそうです。その中でも自分たちができ 

ることを模索し、学校全体が一つになって力強く前進していきたい、と生徒の姿を見 

て感じました。今後も引き続きご支援、ご協力をよろしくお願いします。 

 

 
 

メモリアルコンサートやかしわ祭で感動的なステ

ージを披露してくれた吹奏楽部。１～３年生が揃っ

て演奏するまとめの場は、生坂小学校の金管バンド

を招いての交流演奏会となりました。 

 当日は、演奏の交流だけでなく、楽器の吹き方な

どを小学生に優しくアドバイスをしていました。今

年度は、赤とんぼフェスティバルや北部吹奏楽祭で

互いの演奏を聴くことができなかったので、両校に

とって良い機会になったことと思います。 

 この会をもって 3 年生が引退し、吹奏楽部も１・

2 年生中心の活動となります。アンサンブルコンテ

ストを目標にそれぞれの楽器の音を磨き、仲間と心

を合わせて楽しく演奏してほしいと願っています。 

神無月の読書旬間 10/12～10/23 
読書旬間中は、図書委員会が中心となり、様々な工

夫をして生徒や職員を本の世界へアプローチしてく

れました。 

１つめは、「SECRET BOOK」です。 

図書館から自分のおすすめの本を選び、誰が書い

たかは内緒にしたままメッセージカードを書いて相

手に紹介するものです。「この本を勧めてくれたのは

誰かな」と考えながら、今まで読んだことのない本を

手にし、自分の世界を拡げる機会となりました。 

２つめは、「先生方による読み聞かせ」です。 

「本の題名」で生徒の希望をとり、読み手が当日わ

かる形態で読み聞かせを行いました。生徒たちは、

15 分間真剣な表情で熱心に 

本に見入り、聞き入っていま 

した。読み聞かせは不思議な 

魅力があることを改めて感じ 

ました。 

吹奏楽部小中交流会 10/18 

 

【校長先生のお話】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

  

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔発行〕 

生坂村立生坂中学校 

担当 松田（教頭） 
〒399-7201 

東筑摩郡生坂村

電話 ６９－２０２０ 

FAX  ６９－２６２６ 

連絡・お知らせなど 

【下校時刻】原則として 

水曜日   15:30  

水曜日以外 16:30 
 

 

【青森 隆俊 校長先生の言葉】 

教室のベランダから校庭の向こうに見える山が美しく色づき、

秋の深まりを感じます。山からは時折シカの鳴き声が聞こえ、休

み時間には生徒がその声を真似て返しています。いかにも生坂ら

しい素敵な光景です。先日、校内授業研究会を行い 1 年生の体育

と 2 年生の理科を職員で見合いました。指導主事にも、生徒が友

と対話しながら、自ら学ぼうとしている姿を評価していただきま

した。学問の秋に日々の授業を充実させていきたいと思います。 

の主な行事 

 

                

 

 

 

 

 

2020 村教委主催:食育作品コンクール表彰式 

10/29 

★ 冬学について 

  １１月１６日（月）～２月２６日（金）まで、多目的室におい

て「冬期教室開放（冬学）」を行います。下校が早くなるこの時期

に学力の定着を図ることが目的です。帰りは１８：００までです

ので、学校またはバス停にてお迎えをお願いすることになりま

す。６日に通知が配布されますので、参加希望の場合は 11 月 13

日（金）までに担任に提出してください。 

 

★ 延長部活動について 

 日が短くなったことに伴い、11月 10日より週に２回、 

延長部活動を行います。詳しくは、顧問から出される通知 

をご覧ください。必ず保護者のお迎えをお願いします。 

 なお、顧問から出された計画表にある 11月 5日（木） 

の延長部活動はありませんのでご承知おきください。 

 

 

★ 授業参観日・学校保健委員会の日程について 

 時 間 １年Ａ組 ２年Ａ組 ３年Ａ組 

１ 8:45～ 9:35 保健体育 理科 社会 

２ 9:45～10:35 数学 社会 理科 

３ 10:50～11:40 理科 国語 保健体育 

４ 11:50～12:40 英語 保健体育 国語 

５ 13:55～14:40 社会 英語 数学 

□ 学年ＰＴＡ   １４：５０～１５：２０（各教室） 

 □ 学校保健委員会１５：２０～１６：４５（体育館） 

   「大人が知らないゲームやネット世界」（50 分） 

    松本市教育委員会教育政策課指導主事 小川 文徳 先生 

 

教育長賞 ：小林 江美 さん 

教育次長賞：髙木志桜莉 さん 
 

昨年度に引き続き、生坂村教育委員会主催の「食育作

品コンクール」が行われ、全員が美術科で取り組んだ「食

に関する絵手紙」を出品しました。どの作品も食べたく

なるようなみずみずしい力作揃いでしたが、審査の結果、

上記の二人が選ばれました。また、全員に参加賞をいた

だきました。これらの作品は、「生坂村文化祭」にて掲示 

されます。ぜひ、

ご覧ください。 

今話題の、ゲームやネットの世界にはまりすぎないための予防や対策、メ

ディアとの上手な付き合い方、ネット被害の実例等、現代社会を生きる子ど

もたちに差し迫った課題について、詳しくお話していただきます。質問もど

んどんお出しください。お待ちしています！ 

 寒暖の差が激しい今日この頃、風

邪やインフルエンザも心配な時期

ですね。体温を毎日しっかり計って

いただき、体調が悪い場合は無理を

せずに休ませてください。お互いに

体調管理に気をつけましょう。 

十
一
月
十
六
日
（
月
） 
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